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16 年目と 17 年目に「友人某氏」の助けを借りて２冊の著作を刊行した。1941 年の『基督
教要説』と 1942 年の『信仰の真実を求めて』である。前者はキリスト教排撃の風潮が高ま
る戦時下で、キリスト教が国家にとって有用であることを外部に向けて論証するもので、












共愛女学校第 9 代校長として 1925 年から 1965 年まで、40 年にわたって共愛学園を牽引
した周再賜には、在任中のまとまった著作として『基督教要説』（警醒社、1941 年）、『信仰
の真実を求めて』（警醒社、1942 年）、『焦土に嘆く』（共愛文庫、1946 年）、『日訓』（共愛
同信教会、1957 年）の 4 冊がある。今回はこの中から、敗戦前の二つの著作『基督教要説』
と『信仰の真実を求めて』を取り上げ、「人間に対する徹底的な平等の観念と、人間の持つ
可能性への信頼」（拙稿 2017; p.102）をもって共愛女学校にやってきた周が、16 年の校長
の経験を経て、その信仰や神学をどのように変化させたのか、また、戦時下の社会状況が
周の著作にどのような影響を与えたのかを探ってみたい。 





1941 年 5 月に警醒社から刊行された『基督教要説』は、1924 年 11 月に日本組合基督教
会本部から刊行された『基督教要義』の改訂増補・改題版である。17 年前の自著を改訂発
行する意味について、周は序文で次のように述べている。 


























論出版への取り締まりが強化された（吉田,2007; p.71）。教育においては翌年 3 月に国民学
校令が公布され、4 月に施行。これにより小学校は「皇国の道に則って」「国民の基礎的錬
成」を行う国民学校となり、教育を通して「国民道徳の確立」が目指されることになった2。
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ちなみにこうした流れの中で、1940 年 11 月に神武天皇即位から数えて 2600 年を祝う「紀





全ての宗教教団が、1939 年 3 月公布、翌年 4 月施行の宗教団体法の下におかれることにな
ったからである。当初、キリスト者はこの法律をむしろ好意的に受け止めたという（キリ
スト教史学会,2015; p.29）。キリスト教も一つの宗教として認知されたと考えたのである。
しかし、施行 2 ヵ月後の 6 月に、文部省から文部大臣による教団設立認可の基準が「教会
数 50 以上、信徒数 5 千人以上」と内示されると、プロテスタント諸教派の中には戸惑いが





スト教史学会,2015; p.35）。こうして翌年 6 月に、プロテスタント 30 余派は合同して、日
本基督教団を創立する。ちなみに、周は教会合同に反対で、共愛女学校理事であった半田




である（キリスト教史学会,2015; pp.31-34）。戒能によれば、1939 年 9 月から 10 月にかけ
て、「大阪今日新聞」によって全 14 回の「救世軍の陰謀を暴く」と題する連続キャンペー






（10 月 7 日） 
「外人教師、牧師の取締り一層強化／文部省防諜に乗り出す」（『大阪毎日新聞』7 月 31
日）、「聖壇に隠れて踊るスパイ 宣教師、観光外人らの怪行動」（『読売新聞』8 月 3 日） 
こうしたバッシング報道が展開される中、1940 年 7 月、救世軍幹部 4 人がスパイ容疑で
逮捕拘禁される。数日後に釈放されたものの、救世軍は行政指導の対象となり、イギリス
本部との関係を絶ち、日本救世団と名称変更を余儀なくさせられた。戒能はこうした反キ




































『基督教要説』から 10 ヶ月後の 1942 年 3 月、周のもう一つの著書『信仰の真実を求め










12 月 8 日、開戦を知らせるラジオ放送に国民は湧いた。吉田（2007; p.64）は「日中戦
争の長期化に倦み、アメリカの対日政策の硬化に苛立ちを感じていた」人々は、開戦を「熱
狂的に指示」したという。初期作戦は次々と成功し、大本営による戦勝発表は人々を喜ば
せた。特にシンガポール陥落を報告する 2 月 18 日のラジオ放送では東条英機が直接国民に
「天皇陛下万歳」を呼びかけ、人々はこれに応えてラジオの前で万歳三唱したのだった（吉




たが、16 年度は 16 回の「英霊迎え」の記録がある。前年 15 年度の「遺骨迎え」は 6 回（最
後の 1 回は「英霊迎え」と表記されており、「遺骨」が「英霊」になっていく流れがわかる）、






























1 で確認したように 1941 年 5 月発行の『基督教要説』は、1924 年 11 月発行の『基督教
要義』の改訂増補・改題版である。そこで、ここでは『基督教要義』と比較しながら、『基
督教要説』の概要を見ていきたい。なお、本稿では『基督教要義』は 1924 年 12 月発行の
三版を用いる。また、『基督教要説』を「41 年版」、『基督教要義』を「24 年版」と表記し
て稿を進めたい。 
まず、最初に本書の分量であるが、「41 年版」は 1 ページあたり 36 字×12 行で、本文は
全 56 ページ、「24 年版」は 1 ページあたり 35 字×12 行で、付録の表を入れて全 46 ペー
ジである。従って「41 年版」は約 2 割ほど、分量が増えていることになる。 
次に「序文」である。「24 年版」には序文がない。「41 年版」には 1（1）に引用した言

















































生命』に寄せられた 5 篇」である。 
 周の説教が掲載された週報「一粒の麦」とは、1930 年（昭和 5 年）に共愛女学校内に設
1924 年版目次 
第 1章 宗教に就て 
第 2章 基督教 
第 3章 基督教歴史大要 
第 4章 教会、教派 
第 5章 儀式、礼典 
第 6章 祈祷 
第 7章 聖書 
第 8章 イエス・キリスト 
第 9章 神 
第 10章 基督教徒の生活と社会的理想 




















6 儀式、礼典 附 讃美歌 
7 祈祷 
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立された共愛独立教会（認可は 1931 年）4が毎週発行していた四六版 4 頁立ての印刷物の
ことで、1～2 ページに説教要約、3 ページに会員エッセイ（このページは時期によって多
少の変化がある）、4 ページ上段に礼拝プログラム、2 段と 3 段には各種報告が掲載されて
いる。ちなみに教会の会員は共愛女学校の教職員と生徒、卒業生などで、本書刊行の報告
が載っている 4 月 26 日の週報を見ると、前週の礼拝出席数は 100 人となっている。4 月 12
日の週報に本年の全校生徒数は 455 名と報告されているので、2 割ぐらいの生徒が出席して
いたのではないだろうか。 
 また、「新生命」とは、1898 年（明治 31 年）に柏木義円によって創刊された「上毛教界
月報」（1936 年終刊）を引き継いで、1937 年 1 月から 1941 年 4 月まで全 56 号発行された





 『信仰の真実を求めて』には、上記二つの資料に掲載された周の説教 52 編が 3 つに分類
され、「1 求道篇」と「2 信仰篇」にはそれぞれ 18 の、「3 奉仕篇」には 16 の説教が収
録されている。 
表 2 は、説教題と掲載資料名と号数、発行年月日を分類したものである。年毎に分ける
と、1936 年の説教が 1 編、37 年の説教が 2 編、38 年 9 編、39 年 9 編、40 年 15 編、41












表 2 『信仰の真実を求めて』の説教タイトル、掲載誌、号数、発行年月日 
＊掲載誌の「麦」は「一粒の麦」のこと、「新生命」の号数は通巻号数、年月日は西暦の下二桁/月/日 
1.求道篇 
歴史に在し給う神 新生命 500号 39/11/20 健康と宗教 麦 No.389  38/5/29 
基督教解釈 新生命 508号 40/7/20 信仰の標識 麦 No.468 40/4/28 
Mar. 2019 周再賜の信仰と神学（2）  79 
基督教は必要か 麦 No.485 40/10/6 神在さば 麦 No.473 40/6/2 
イエスについて 麦 No.383 38/4/17 心を騒がすな 麦 No.459 40/2/11 
人間の実相 麦 No.426 39/4/30. 教会は何を教えるか 麦 No.527 41/10/5 
宗教に対する期待 麦 No.393 38/9/11 恐るべきもの 麦 No.497 41/1/11 
神を失えば 麦 No.418 39/2/19 イエスの宗教経験 麦 No.404 38/10/23 
真の宗教 麦 No.424 39/4/16 主の愛 麦 No.477 40/6/30 
新しき物と古き物 麦 No.436 39/7/9 宗教の敵 麦 No.411 38/12/11 
 
2 信仰篇 
信仰と実生活 麦 No.475 40/6/16 信仰の保持 麦 No.470  40/5/12 
力の根源 麦 No.410 38/12/4 剛き人 麦 No.330  37/1/17 
神と神々 麦 No.421  39/3/12 神の仕方 麦 No.488  40/10/27 
知識と信仰 麦 No.414  39/1/22 苦難の中より 麦 No.495  40/12/15 
敬虔 麦 No.454  39/12/17 希望を失わず 麦 No.458  40/2/4 
信仰と経済 麦 No.431  39/6/4 願いと感謝 麦 No.469  40/5/5/ 
時勢と時弊* 麦 No.356  37/9/12 時代に輝く 麦 No.376  38/2/13 
趣味の基督者 新生命 489号  38/12/20 人格尊重 麦 No.515  41/6/1 
信仰と処世 麦 No.452  39/12/3 論議と関心 麦 No.523  41/9/7 
 
3 奉仕篇 
人を漁るもの 麦 No.525 41/9/21 日本的基督教 麦 No.393 38/6/26 
伝道 麦 No.392 38/6/19 信仰と教育 麦 No.516 41/6/8 
新秩序への協力 麦 No.481 40/9/1 善意の福音 麦 No.540 42/1/18 
信仰と献身 麦 No.323 36/11/15 新時代の福音 麦 No.541 42/1/25 
信仰の負債 麦 No.456 40/1/21 教会観 麦 No.478 40/7/7 
宗教生活の完成 麦 No.486 40/10/13 礼拝の態度 麦 No.512 41/5/11 
此の職 麦 No.522 41/7/20 礼拝の意義 新生命 506号 40/5/20 





学校赴任前の学術論文 2 編、翻訳論文 1 編、そして、24 年版『基督教要義』を検討し、周
の信仰と神学には、以下の 7つの特徴があると述べた（拙稿,2017; p.94）。 
（1）社会問題への関心 

























































































































































































































































 1 迷信打破  （以下略） 
 2 贅沢をやめること  （以下略） 
 3 虚栄を慎むこと  （以下略） 
 4 勤労尊重  （以下略） 























































 以上を分析すると、「1 求道篇」の 3 つ（ア～ウ）は、キリスト教が如何に「新秩序の
建設」や「八紘一宇」と矛盾しないか、如何に愛国的かを訴えるもので、『基督教要説』と











出は、「新秩序への協力」が 1940 年 9 月 1 日、「日本的基督教」が 1938 年 6 月 26 日、「新


























































している説教 6 篇、便宜上戦争を話題にしている説教 3 篇、聞き手の心を戦争に向けよう
とする翼賛説教 3 篇があることだけを確認しておこう。 
⑤小括 



























粋されている。幸いなことに、共愛学園資料室にはこの週報が No.30（1929 年 4 月 28 日
発行、この頃の名称は「共愛同信会週報」）から残っている。周の説教と教会の歩みを辿る





                                                   
1内閣制度百年史編纂委員会『内閣制度百年史 下』内閣官房 1985 年 pp.233-234 


























 共愛独立教会週報「一粒の麦」No.330（1937 年 1 月）～No.574（1942 年 11 月） 
 上毛教界月報社発行「新生命」通巻 460 号（1937 年 1 月）～通巻 517 号（1941 年 4 月） 
3.論文・書籍 
文部省普通学務局編『国民学校令及国民学校令施行規則』内閣印刷局 1941 年 
管井吉郎『周再賜』群馬教壇社 1947 年 
内閣制度百年史編纂委員会『内閣制度百年史 下』内閣官房 1985 年 
山住正己『日本教育小史－近・現代－』（岩波新書）岩波書店 1987 年/2005 年 
共愛学園同窓会編『思い出の記 愛の園で』共愛学園同窓会 1994 年 
吉田裕『アジア・太平洋戦争－シリーズ日本近現代史⑥』岩波書店 2007 年 
NCC 教育部歴史編纂委員会編『教会教育の歩み－日曜学校から始まるキリスト教教育史』
教文館、2007 年 
共愛学園百年史編纂委員会『共愛学園百年史 下巻』学校法人共愛学園 2009年 
キリスト教史学会編『戦時下のキリスト教 宗教団体法をめぐって』教文館 2015年 
 拙稿「周再賜の信仰と神学（1）－初期の著作の検討から－」『共愛学園前橋国際大学
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Abstract 
Saishi Shiu's Religious Faith and Theology (2): 
An Analysis of His Wartime Writings 
Kaori Oshima 
Saishi Shiu who served as the principal of Kyoai Girls' School from 1925 to 1965 
published two works during the Japan-China War and the Pacific War -one in 1941 and 
the other in 1942. One book entitled "Introduction to Christianity" was a revised edition 
of "Guide to Christianity" previously published in 1924. The other book "Seeking the 
Truth of Faith" is a collection of 52 sermons that were delivered at Kyoai Independent 
Church from 1936 to 1942. One of the features of these writings is the continued liberal 
theology he showed in his previous work as I discussed in my former research note.  
Another feature is the effect of both wars. "Introduction to Christianity" has been 
revised from the position that Christianity is not dangerous to Japanese society but 
rather useful, because it fosters patriotism, and “Seeking the Truth of Faith” contains 
three sermons that assert that the Pacific War is a war for justice and peace to release 
Asia from Western rule and create a new world order. What made Shiu, who was 
known as an anti-war pacifist, express such views? In the context of the 
wartime social situation, we must consider his inner conflict as a result of 
the Japanese colonization of Taiwan.(The English notation of Shiu’s name 
follows that of his paper published in 1923 and 1924 in "Christian Studies" 
No.1 and No.2.by Doshisha University) 
